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 議員派遣として出席した研修の内容は、次のとおりでありました。 

 

期 間  令和８年１月２０日（火） 

場 所  湯前町役場 洋会議室 ※オンライン形式（Zoom） 

目 的  令和７年度 第２回町村議会議員研修会 
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１ 開 会 

２ 主催者挨拶 玉東町 松尾議長 

３ 講 師 紹 介 ジャーナリスト 青山 彰久 氏 

４ 研 修 

演題： 「地方創生のゆくえと議会の役割」 

５ 閉 会 

～所 感～ 

 本講演を通じ、従来の「地方創生」が掲げた「選択と集中」がいかに地方を疲弊させ、

都市部への人口流出を加速させる一因となったかを確認した 。 

国による明確な「地方優遇措置」へと舵を切る構造的な転換がない限り、地方自治体

が現場でいかに小手先の施策を講じようとも、東京一極集中と地域衰退の流れは止まら

ないと強く感じる。 講演では、人口減少社会において「重たいインフラ維持管理など

は県や国が担い、基礎自治体は独自機能に集中すべき」という提言があった。 これは

正論であるが、現状の地方創生政策（特に経済効率を優先する視点）のままでは、小規

模町村は「効率が悪い」として切り捨てられかねない危惧がある。 

真の地方創生とは、自治体に競争を強いることではなく、国が制度として地方のハン

ディキャップを是正し、生活の基盤を支えることにあるはず。 今後、議会としても、

単なる自助努力に留まらず、国や県に対し「地方を守るための責任ある制度設計」を強

く求めていく必要があると考える。 

 


